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はじめに 

現代では、情報化された社会によってインターネット

から瞬時に数日先までの気象予測を手に入れることがで

きる。しかし、この方法には高価なブロードバンド環境

が必要となり、地球上に多く存在するブロードバンド環

境がない場所では利用出来ない。そのため、地上からの

観測による簡易な気象予測に頼らなければならない場面

もある。気象予測は多くの経済効果を生むため、この差

は経済的格差の拡大にもつながる。そこで、できるだけ

安価かつ 1 人で可搬できる気象衛星からの画像受信を行

うシステムを試作しその運用を試みた。 

 

研究方法 

 今回の実験では、小型で 1 人の人間が持ち運べる

NOAA 受信システムを試作した。使用した機器は、小型

ノートパソコン、OTG ケーブル、SDR ワンセグチューナ

ー、2 素子八木アンテナ(エレメント長は約 1m)を使用し

た。NOAA からの信号の解析するソフトウェアは

WXtoimg を使用した。八木アンテナは、天頂方向に向け、

エレメントを東西方向に沿って設置した。 

 

結果・考察 

図 1 実際に受信し、デコードした画像。 

 

 試作したシステムでは図 1 のように広域の画像を取得

できた。八木アンテナを天頂方向に向けることで、衛星

を追尾しなくても NOAA からの信号を受信はできるこ

とを確認した。図 1(a)は近赤外線(ChannelA)を、図 1(b)

は熱赤外線(ChannelB)を用いた撮影である。これらの画

像から大まかな雲の位置と水蒸気の流れから上空の大気

の流れを読み取ることができる。 

 

図 2 快晴時の衛星画像(地上観測地点付近を拡大後トリ

ミング)。ここで、黄色の+は受信位置。 

 

図 2 は図 3 のような快晴時の観測点付近を拡大した

NOAA からの画像である。 

 

図 3 快晴時に地上から撮影した画像。 

  

図 4 曇天時の衛星画像(地上観測 

地点付近を拡大後トリミング) 。 

ここで、黄色の+は受信位置。 

 

 図 4 は図 5 のような曇天時の観測点付近を拡大した

NOAA からの画像である。図 2 と図 3 および図 4 と図 5

を比較検討したところ、NOAA の画像と地上から観測

した天気は一致する。 

  

おわりに 

 実験した結果から、NOAA 衛星より受信した画像は地

上からの天候観測を支持する情報が得られる。NOAA 画

像から雲の移動を分析できれば天気予報の的中率上昇を

図れると考えられる。 
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図 5 曇天時に地上

から撮影した画像。 
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